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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

　
こ
の
た
び
、
岩
成
忠
弘
さ
ん
（
見
槻
）

に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
岩
成
さ
ん
は
、
平
成
８
年
３
月
15
日
〜

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
の
９
年
間
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
啓
発

や
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積

極
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。  

　
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４月15日（金）八頭町役場町長室において贈呈されました。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
０
０
２
号 

17

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

５ 

民間残土受入地の登録申請について 

　八頭地方県土整備局管内では、中国横断自動車道
姫路鳥取線ほかの公共事業に伴い、大量の建設残土
が発生します。 
　このため、建設残土を有効利用する施策として、
民間残土受入地の登録制度を導入しました。 
　詳細については、八頭町建設課か船岡・八東支所
建設水道課または、八頭地方県土整備局計画調査課・
八頭県民局の窓口に民間残土受入地の登録申請及び
審査要領を備え付けています。 
　また、八頭地方県土整備局のホームページでも配
信しています。（http://www.pref.tottori.jp/yazukendo/） 
　問い合わせ先　八頭地方県土整備局計画調査課 
　　　　　　　　 1 （0858）72－3860 
　　　　　　　　FAX（0858）76－0075

　小児の特別医療費助成で通院の対象範囲が４歳未
満から５歳未満に拡大されました。これにともない
４月以降、再び対象となる方（平成12年４月２日か
ら平成13年４月１日までに生まれた方）に受給資格
証を交付しますので、印鑑、保険証をご持参のうえ、
役場福祉課または支所住民生活課で手続きをお願い
します。 
　お問い合わせ先 
　　本　　庁  福　祉　課　176－0205 
　　船岡支所  住民生活課　172－0144 
　　八東支所  住民生活課　184－1220

　みなさまからの不燃ごみ受け入れ等の要望に対応
して、本年４月から毎月第２、第４土曜日の午前８
時30分から午前11時30分の間、家庭から排出される
不燃ごみを対象に、鳥取県東部環境クリーンセンタ
ーで受け入れを行っています。 
　受け入れ条件は町の一般廃棄物分別表に基づき分
別されていることと、各個人が責任をもって持ち込
むことです。処理手数料として10kgあたり220円が
かかります。不燃ごみの処理にお困りの方はご利用
ください。 

　今年も姫路公園は４月25日から開園しています。
自転車モトクロス・テニスコート・キャンプ場・バー
ベキューハウス・軽飲食店「ぽれぽれ」などの設備
があり、やまめのつかみ取りもできます。（要予約） 
　行楽のシーズン真っただ中、ご家族や友達同士、
サークル、地域の子ども会など、のんびりと楽しく
ご利用ください。 
　予約・お問い合わせは　 
　　　姫路公園管理棟「私都荘（きさいちそう）」 
　　　174－0302で受け付けています。 
　　　月曜定休日（月曜祝祭日の場合は翌日） 

八東ふる里の森 

オープンの様子 
八東 

船岡竹林公園 

ふなおか竹林まつりの様子 
船岡 

安徳の里 

姫路公園まつりの様子 
郡家 
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■ご入学おめでとうございます 

■図書館情報 

■保健センターだより 

■隣保館だより 

■お世話になります　区長名簿 
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今月の主な話題 

食べて、遊んで、おもいっきり楽しめる季節です。
みんなで出かけてみませんか？ 

八頭町のお出かけスポット 
（昨年の様子） 
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隼
小
学
校
　
　
７
人 

　
山
本
　
　
彩
・
笠
田
　
麻
椰 

　
中
村
　
理
音
・
保
木
本
亮
太 

　
岩
本
　
唯
里
・
松
田
　
堅
斗 

　
竹
本
　
流
風
　 

 

　
船
岡
小
学
校
　
　
 21
人 

　
石
山
　
　
桂
・
山
本
　
奈
々 

　
橋
本
　
友
明
・
橋
上
　
遼
花 

　
岸
本
　
郷
太
・
岸
本
　
壮
太 

　
筧
　
さ
つ
き
・
大
谷
　
雄
貴 

　
有
澤
　
　
妙
・
山
根
万
里
佳 

　
谷
尾
　
颯
希
・
山
下
　
鈴
菜 

　
山
下
　
雅
樹
・
岸
田
　
　
卓 

　
岸
田
美
佳
子
・
岸
本
　
汐
音 

　
遠
藤
ゆ
き
恵
・
佐
々
野
大
輔 

　
山
本
　
悠
貴
・
木
嶋
　
晟
仁 

　
高
橋
　
優
輝
　 

 

　
大
江
小
学
校
　
　
４
人 

　
濱
田
　
真
衣
・
大
谷
　
美
夢 

　
林
　
　
望
加
・
山
本
　
怜
奈 

 

　
丹
比
小
学
校
　
　
 18
人 

　
田
中
　
康
仁
・
山
根
　
綾
顧 

　
山
根
　
大
河
・
小
倉
　
大
樹 

　
矢
部
　
雄
基
・
杉
本
ア
リ
ス 

　
坂
本
　
奈
未
・
黒
木
　
駿
寅 

　
横
野
　
智
紀
・
小
林
　
佳
子 

　
橋
本
　
昂
樹
・
馬
場
　
有
璃
子 

　
中
島
嘉
生
人
・
粂
澤
真
由
美 

　
矢
部
　
立
樹
・
入
江
香
菜
子 

　
的
場
菜
那
子
・
伊
藤
　
　
花 

 

　
八
東
小
学
校
　
　
８
人 

　
北
本
　
憲
司
・
岡
村
　
玲
音 

　
石
井
　
峻
介
・
岸
本
　
　
望 

　
岸
本
　
美
麗
・
保
木
本
祐
太 

　
　
橋
幸
二
郎
・
加
藤
　
有
唯 

 

　
安
部
小
学
校
　
　
９
人 

　
小
林
　
　
和
・
田
中
　
暁
久 

　
藤
田
　
実
優
・
井
上
　
　
蓮 

　
山
口
　
和
樹
・
鎌
田
　
梨
里 

　
大
上
　
真
穂
・
本
田
　
涼
太 

　
中
嶋
　
　
愛 

　
郡
家
東
小
学
校
　
 40
人 

　
西
川
　
峻
矢
・
竹
内
　
翔
太 

　
森
本
　
圭
介
・
衣
笠
　
紀
子 

　
宮
　
　
　
涼
・
岡
垣
　
　
茜 

　
中
庭
　
吉
規
・
衣
笠
　
里
架 

　
西
尾
望
七
海
・
山
本
あ
り
さ 

　
太
田
　
菜
月
・
山
本
　
瀬
奈 

　
岸
本
　
玲
菜
・
田
中
　
和
真 

　
入
川
　
大
知
・
倉
光
　
佐
季 

　
大
田
圭
太
郎
・
田
渕
　
結
也 

　
三
百
田
　
雅
・
中
村
　
佳
奈 

　
田
中
ひ
か
り
・
阪
田
　
悦
朗 

　
八
田
　
朝
日
・
田
中
あ
ず
さ 

　
山
　
　
海
斗
・
安
藤
　
直
人 

　
寺
谷
　
　
渉
・
河
原
　
光
里 

　
宮
　
実
果
子
・
林
　
　
宏
明 

　
　
本
　
　
翔
・
小
林
　
愛
実 

　
竹
内
　
　
綾
・
山
本
　
敬
太 

　
横
川
　
和
真
・
亀
山
　
佳
乃 

　
森
本
恵
里
菜
・
田
中
　
隆
一 

　
加
藤
　
優
花
・
山
下
　
来
唯 

 

　
郡
家
西
小
学
校
　
 55
人 

　
奥
田
　
春
菜
・
谷
口
　
　
桜 

　
森
田
　
大
希
・
竹
内
　
健
登 

　
　
田
　
航
一
・
奥
村
加
奈
子 

　
葉
狩
み
な
み
・
田
中
　
達
貴 

　
田
中
　
裕
大
・
中
　
　
悠
仁 

　
木
原
　
雅
貴
・
絹
見
　
流
生 

　
石
原
　
慶
和
・
富
永
　
一
輝 

　
井
上
　
智
仁
・
岡
　
　
真
美 

　
上
田
　
隼
人
・
井
上
　
鮎
子 

　
竹
内
　
成
瑠
・
白
間
　
百
華 

　
岡
本
　
直
也
・
壹
岐
　
拓
己 

　
高
木
　
歩
実
・
中
田
　
裕
也 

　
小
谷
　
直
也
・
加
　
　
竣
哉 

　
小
河
　
拓
人
・
井
上
　
修
斗 

　
小
谷
　
紗
弥
・
森
木
　
友
哉 

　
小
村
　
豪
作
・
佐
々
木
翔
大 

　
竹
内
　
湧
貴
・
市
村
　
麻
衣 

　
田
中
　
友
貴
・
三
ツ
星
　
翔 

　
木
島
　
慶
大
・
藤
原
奈
々
海 

　
山
根
麻
衣
子
・
山
本
　
崇
人 

　
平
井
　
大
和
・
平
木
麻
由
佳 

　
小
林
　
莉
奈
・
藤
井
　
優
多 

　
米
田
　
大
純
・
下
田
恵
里
奈 

　
竹
内
　
　
誠
・
山
根
　
和
也 

　
城
本
　
康
汰
・
松
本
　
　
敬 

　
石
破
　
友
哉
・
林
　
　
星
奈 

　
青
木
　
太
一
・
前
田
　
佐
和 

　
平
木
　
千
智 

　
八
頭
町
が
ス
タ
ー
ト
し
て
最
初

の
小
学
校
入
学
式
が
４
月
８
日
に

行
わ
れ
、
今
年
も
元
気
な
新
一
年

生
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。 

　
各
小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
児
童

の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　  

　（ 

敬
称
略 

） 

ご入学 
おめでとうございます 

ご入学 
おめでとうございます 

ご入学 
おめでとうございます 

郡家東小学校 郡家西小学校 

隼小学校 船岡小学校 

大江小学校 丹比小学校 

八東小学校 安部小学校 郡家東小学校 郡家西小学校 

隼小学校 船岡小学校 

大江小学校 丹比小学校 

八東小学校 安部小学校 
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　町村合併で３月31日に発足した「八頭町」では、
図書館のシステムが統合されて、町立郡家図書館と
船岡・八東の公民館図書室が一体となって運営でき
ることになり、利用者登録をすると、カードによっ
て上記３施設のどこからでも図書の利用が可能とな
りました。 
　また、町内の図書館や図書室に所蔵されている図
書を、３施設のどこからでも検索することができ、
町内に所蔵されていない本は、新たに購入するか、
県立図書館や他の図書館などから取り寄せて、提供
することができます。 
　わからないことがありましたら、お気軽に図書館
や図書室の受付で職員にお尋ねください。 
　八頭町の図書館と図書室の共通サービスは下記の
とおりとなります。 
 
　図書館（室）サービスについて 

１．開館時間　午前10時～午後６時　 
２．利用者カード 
・新規登録・再発行は八頭町のカードになります。 
・旧郡家町立図書館のカードはそのまま使えます。
希望者は、新カードへの切り替えができます（こ
の場合は旧カードの返納をお願いします）。 

３．貸　出 
　・ひとり10冊まで、２週間以内です。 
　・貸出延期は１回までとさせていただきます。 
　　　電話の場合…………１週間の延期 
　　　図書持参の場合……２週間の継続貸出 
　　　＊ただし予約の入っている本は延期できません。 
４．返　却 
・図書館・図書室のどこからでも返却できます。 
・休館日・時間外の返却は「返却ポスト」をご利
用ください。 

５．団体貸出 
　学校・保育所・子ども会・読書グループ等の団体
は団体登録をすれば30日以内の貸出ができます。 

６．リクエスト・予約 
　　町内の図書館・図書室にある本の予約がどこか
らでもでき、受取場所も選べます。 

７．休　館　日 
　・毎週月曜日、祝日、国民の休日 
　・毎月最終木曜日（図書館・図書室の整理のため） 
　・年末年始（12/29～１/３） 
　・特別整理期間（蔵書点検などで２～４日程度） 

　お願い 

（１）図書館・図書室の本はみんなのものです。返
却期限を守って、大切に取り扱いましょう。 

（２）公共の秩序・善良な風俗を乱すおそれのある
場合は、入館を制限します（館内での飲食・
喫煙は禁止です）。 

（３）図書館・図書室の本を破損・紛失してしまった
場合は、すぐにご連絡ください（損害の程度に
よっては、賠償をお願いする場合があります）。 

（４）「利用者カード」は登録者本人の使用を原則
とします（又貸しの禁止）。カードを紛失し
たときは、早急に届出てください。 

（５）本が破損・汚損した場合はこちらで適切な修繕
をいたしますので、セロハンテープやのりなど
で応急処置をせず、そのままお持ちください。 

（６）貴重な郷土資料や個人文集などをお持ちの方
で、ご寄贈いただけるものがありましたら、
ご提供ください。 

 

  おしらせ
  ＜郡家図書館のおはなし会＞ 

　　　　　　毎月第１・第３土曜日の午後３時から 
 

　４月６日から４月15日まで春の全国交通安全運動が行われました。 

期間中は郡家警察署管内・八頭町内の交通安全行事として、朝の街頭指導や広報検問・交通

安全指導員研修会等が行われました。また新入学期が始まることから、各種交通安全教育を

中心に取り組みをおこなってきましたが、交通事故防止のためには各家庭や地域から声をか

けあうことが必要です。 

　期間中にも県内で交通死亡事故が多発し、「交通死亡事故多発警報」も発令しております。 

八頭町から悲惨な交通事故を出さないよう、皆さんの日頃の対策と、啓発をお願いいたします。 

郡家保育所園児30人と竹内町長職務執行者。 
　県警キャラクターの「ぱとろー君」 
　「ぱと子ちゃん」と一緒に。at 郡家警察署 

白バイ・パトカーに乗せてもら
う園児たち。「おっきーなー！」
「かっこいい！」 

休館日 

おはなし会 

日 月 火 水 木 金 土 

５月のカレンダー 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31

「利用者カード」で町内の図書館・図書室の
どこからでも利用が可能となりました。 

「八頭町」 
図書館システム統合 

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－3001

郡家図書館 
船岡図書室 
八東公民館図書室 

八頭町 
図書館（室）情報 

鳥取県立図書館 
他市町村図書館 
　　　　　　等 

八頭町 

郡家図書館 
開館４年目 
職員数１+３名 

船岡図書室 

職員数 ３名 

八東公民館 
図書室 
職員数 １名 物流（週2回） 

物
流
（
週
２
回
） 物

流
（
週
２
回
） 
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子
ど
も
が
喫
煙
す
る
誘
因
の
一

つ
に
、
大
人
の
喫
煙
環
境
が
あ
り

ま
す
。
喫
煙
し
て
い
る
環
境
に
い

つ
も
い
る
こ
と
で
、
喫
煙
へ
の
抵

抗
感
が
減
少
し
て
い
く
の
で
す
。 

　「
タ
バ
コ
」
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
世
界
禁
煙
デ
ー
を
機

会
に
身
の
回
り
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
タ
バ
コ
の
害 

　
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
物
質

の
う
ち
、
約
200
種
類
が
有
害
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
害
物
質
は
、

煙
に
ふ
れ
る
呼
吸
器
だ
け
で
な
く
、

血
液
に
溶
け
込
ん
で
全
身
に
行
き

渡
り
ま
す
。
特
に
、
喫
煙
者
が
吸

い
込
む
主
流
煙
よ
り
も
タ
バ
コ
の

火
の
つ
い
た
部
分
か
ら
立
ち
上
が

る
副
流
煙
の
方
が
、
健
康
に
悪
い

物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ガ
ン
の
ほ
か
に
心
臓
病
や
脳
卒

中
、
気
管
支
炎
な
ど
肺
の
病
気
や

歯
周
病
な
ど
と
も
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。
本
人
が
喫
煙
し
て
い

な
く
て
も
、
他
人
が
吸
う
タ
バ
コ

の
煙
を
吸
う
こ
と
（
受
動
喫
煙
）

で
病
気
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
の
喫
煙

や
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
低
体
重
児

や
早
産
の
頻
度
が
高
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
公
共
の
場
所
な
ど
で

は
、
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
、

禁
煙
や
分
煙
（
一
定
の
場
所
の
み

で
の
喫
煙
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
５
月
１
日
に
健
康
増
進

法
が
施
行
さ
れ
、
学
校
、
体
育
館
、

集
会
場
、
事
務
所
、
飲
食
店
、
そ

の
他
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設

に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
法
第
25
条
）。 

◎
禁
煙
の
す
す
め 

　
禁
煙
の
方
法
に
は
ニ
コ
チ
ン
ガ

ム
な
ど
を
使
っ
た
方
法
、
禁
煙
外

来
な
ど
医
療
機
関
を
利
用
す
る
方

法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
禁
煙
す
る
禁

煙
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。 

 

は
じ
め
よ
う
！
水
中
運
動
♪ 

　
心
も
体
も
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
運
動
を
始
め
る
に
は
絶
好

の
季
節
で
す
。
今
回
は
、
プ
ー
ル

で
の
水
中
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
な
ぜ
、
中
高
年
に
水
中
運
動
を

す
す
め
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
水

中
運
動
と
陸
上
の
運
動
と
を
比
較

し
て
、
①「
浮
力
」、
②「
水
温
」、

③「
水
圧
」、
④「
抵
抗
」の
４
つ
の

水
中
効
果
に
よ
っ
て
、
足
腰
の
不

自
由
な
方
や
腰
痛
・
膝
痛
な
ど
が

あ
っ
て
運
動
す
る
の
が
苦
痛
な
方

に
も
、安
全
に
楽
し
く
、気
軽
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

　
水
中
運
動
と
い
え
ば
、
水
泳
と

い
う
発
想
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、水
の
中
で
歩
く
、体
操
を
す

る
だ
け
で
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

　
持
病
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

主
治
医
に
水
中
運
動
を
行
っ
て
良

い
か
の
了
解
を
得
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。 

　
水
着
姿
に
な
る
の
が
恥
ず
か
し

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
は
じ

め
て
み
れ
ば
気
に
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
水
の
中
に
入
っ
て
し
ま
え

ば
見
え
ま
せ
ん
。
水
着
の
型
も
色
々

と
あ
っ
て
、
お
し
ゃ
れ
も
楽
し
め

る
よ
う
で
す
。
気
軽
に
安
全
に
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
水
中
運
動
を

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
友
達
と
誘
い
合
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
６
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 
連
絡
先 

水中運動の効果 
 
浮 力  
 
 
水 温  

 
水 圧  
 
 
抵 抗  

™水中では、体重が1／10
になり、膝や腰にかかる
負担が軽減する 

™水温の寒冷刺激で体温調
整機能が高まる 

™末梢血管を圧迫し、血液
循環が良くなる 

™呼吸機能が高まる 
™筋力の向上 
™カロリー消費が高まる 

八東保健センター　温水プール 
（道の駅はっとう道向い） 

低
年
齢
化
し
て
い
る 

子
ど
も
の
喫
煙 

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
、
毎
年
５
月
31
日
を
世
界
禁

煙
デ
ー
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
日
本
で
も
世

界
禁
煙
デ
ー
か
ら
始
ま
る
１
週

間
（
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
）

を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め
、
タ

バ
コ
と
そ
の
健
康
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
期
間
と
し
て

い
ま
す
。 

５
月
31
日
は 

   

世
界
禁
煙
デ
ー
で
す 

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

た
ば
こ
を
や
め
る
と 

こ
ん
な
に
い
い
こ
と
が
！ 

 
１分 

 
20分 

 
８時間 

 
24時間 

 
48時間 

48～ 
72時間 

 
72時間 

２週～ 
３週間 

１～ 
９か月 

 
５年 

 
10年 

 
１分 

 
20分 

 
８時間 

 
24時間 

 
48時間 

48～ 
72時間 

 
72時間 

２週～ 
３週間 

１～ 
９か月 

 
５年 

 
10年 

タバコによるダメージから回復しようとする機能が
働きはじめる。 

血圧や脈拍が正常近くまで復活する。 
手の体温が正常まで上昇する。 

血液中の一酸化炭素レベルと酸素分圧が正常域に戻り、
運動能力が改善する。 

 
心臓発作の確率が下がる。 

 
嗅覚と味覚が戻りはじめる。 

 
ニコチンが身体から完全に抜ける。 

 
呼吸が楽になる。 

 
歩行が楽になる。肺活量が30％回復する。 

 
せき、静脈うっ血、全身倦怠、呼吸速迫が改善する。 

 
肺ガンになる確率が半減する。

 

口腔ガン、咽頭ガン、食道ガン、膀胱ガン、腎ガン、
すい臓ガンになる確率が減少する。 

短
期
間
で
も
禁
煙
す
れ
ば
効
果
は
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
１
本
で
も
た

ば
こ
を
吸
う
と
、
ま
た
喫
煙
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
、
着
実
に
禁
煙
の

期
間
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

詳しくは、八東保健センターまで 
　　　　　184－1234

持ち物　●水着 
　　　　●帽子 
　　　　●タオル 
　　　　●利用料 
　　　　　（200円） 

　水中運動をはじめて行う方は、毎週
木曜日（午前10時30分から11時45分）
の水中運動教室に参加してみてくださ
い。年齢制限はありませんので、どな
たでも参加できます。 

５月・６月の保健事業 ５月・６月の保健事業 ５月・６月の保健事業 

10日 

11日 

12日 

30日 

31日 

17日（火） 

～20日 

9日 

23日 

16日 

10日 

24日 

12日 

19日 

26日 

 
6日 

幼児教室 

 
２歳児歯科健診 

 

３歳児健診 

 
ポリオ予防接種 

 

健康相談 

心の健康相談 

 
さわやか体操教室 

 

水中運動教室 

 

 
成分献血 

9:30～12:00 
 

受付 12:45～13:00 

 

受付 12:30～12:45 

 

通知をご覧ください 

  
 9:30～11:00 

9:30～11:30 

 
14:00～15:00 

 

10:30～11:45 

 

9:00～12:00 

13:30～16:30

船岡保健センター 

 
郡家保健センター 

 

郡家保健センター 

 

 

八東保健センター 

船岡保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

船岡保健センター 

 

八東保健センター 

 

八東支所前 

船岡公民館 

１歳１～２ヶ月 

 
２歳０～４ヶ月 

 

３歳０～６ヶ月 

３カ月～ 

７歳６カ月未満 

 
一般 

一般 

 
一般 

 

一般 

 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

　 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

（　） 

火 

水 

木 

月 

火 

　 

金 

月 

月 

月 

火 

火 

木 

木 

木 

金 

５月 

母子 

成人 

献血 

３日 
６日 
７日 
２日 
９日 

７日（火） 
～９日 
１日 

 
６日 

離乳食講習会 
健康相談 
さわやか体操教室 
 
水中運動教室 
 
部落巡回検診 

全血献血 
 
成分献血 

9:30～12:00 
9:30～11:00 
14:00～15:00 

 
10:30～11:45 

  
  

9:30～15:00 
9:00～12:00 
13:30～16:30

郡家保健センター 
郡家保健センター 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 

 
 
郡家管内 
八東支所前 
船岡公民館 

４～５ヶ月 
一般 
一般 
 
一般 
 
40歳以上 

（　） 
（　） 
（　） 
（　） 
（　） 
　 
（　） 
（　） 

（　） 

金 
月 
火 
木 
木 
　 
木 
水 

月 

６月 
母子 

成人 

献血 

各検診案内ちらしをご覧ください 
（内容は、大腸がん、肺がん、結核検診） 
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郡
家
隣
保
館
は
、
地
域
社
会
全

体
の
中
で
、
福
祉
の
向
上
や
人
権

啓
発
、
住
民
交
流
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
活
上
の
各

種
相
談
や
人
権
・
同
和
問
題
の
解

決
の
た
め
の
各
種
事
業
を
総
合
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
事
業
と
し
て
、
相
談
事
業
は
生

活
相
談
等
多
方
面
に
わ
た
り
問
題

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
事
業
と
し
て

出
張
隣
保
館
、
健
康
教
室
、
親
子

料
理
教
室
、
健
康
料
理
教
室
な
ど

各
種
地
域
の
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
教
養
文
化
事
業
と
し
て

生
花
教
室
、
大
正
琴
教
室
、
習
字

教
室
な
ど
各
種
事
業
を
実
施
し
て
、

人
づ
く
り
と
地
域
交
流
を
通
し
て

差
別
意
識
の
解
消
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
人
権
・
同
和
問
題
講
座
、

同
和
問
題
講
演
会
な
ど
の
講
座
を

通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
町
民
全

体
の
同
和
問
題
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。ま
た
、毎
年
12
月
の
人
権

週
間
に
は
、
部
落
解
放
文
化
祭
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
隣
保
館
を
会

場
と
し
て
、保
・
小
・
中
・
高
・
町
民

が
、意
見
体
験
発
表
を
通
し
て
、

差
別
解
消
に
向
け
て
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。 

　
差
別
を
自
分
の
課
題
と
し
て
、

ど
う
捉
え
る
か
が
大
切
で
す
。
そ

し
て
、
差
別
を
必
ず
な
く
す
と
い

う
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
差
別
に

立
ち
向
か
う
勇
気
が
必
要
で
す
。

も
し
、
差
別
に
出
会
っ
た
ら
、
勇

気
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

  

新
館
長
に
な
っ
て 

         　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
４
月

か
ら
郡
家
隣
保
館
で
頑
張
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
郡
家
隣
保

館
は
八
頭
町
土
師
百
井
に
あ
り
、

合
併
に
伴
い
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
・

八
東
隣
保
館
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
福
祉
の

向
上
や
人
権
啓
発
の
た
め
の
拠
点

と
な
る
地
域
に
密
着
し
た
館
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
生
活
上
の
各
種
相
談

事
業
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
等
に

関
す
る
総
合
的
な
事
業
及
び
国
民

的
課
題
と
し
て
の
、
人
権
問
題
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活

動
を
行
い
、
地
域
住
民
の
生
活
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
問

題
の
速
や
か
な
解
決
を
図
る
た
め
、

地
域
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、

各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

新
所
長
に
な
っ
て 

          　
新
し
く
始
ま
っ
た
八
頭
町
、
船

岡
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
山
根
勝
年
で
す
。 

　
文
化
セ
ン
タ
ー
は
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

学
習
会
や
講
演
会
等
啓
発
活
動
の

拠
点
と
し
て
作
ら
れ
た
施
設
で
す
。 

　
又
、
生
活
相
談
、
各
種
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
一
年
間
の
学
習
成
果
の

発
表
と
し
て
毎
年
12
月
の
人
権
週

間
に
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
や

っ
て
い
ま
す
。 

　
特
別
措
置
法
が
失
効
し
て
か
ら

３
年
経
ち
ま
す
が
、
部
落
差
別
が

存
在
す
る
限
り
、人
間
解
放
、部
落

解
放
の
運
動
を
展
開
し
、
今
国
会

で
は
、人
権
侵
害
救
済
法
の
成
立
を

め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
る
所
で
す
。 

　
八
頭
町
の
各
隣
保
館
が
よ
り
一

層
連
携
を
図
り
職
員
一
同
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

新
町
に
な
っ
て 

         　
八
頭
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
３
月
31

日
で
新
八
頭
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
理
由
は
財
政
難
が
原
因
で
す
。 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
幸
福
に
暮

ら
す
為
に
、
財
政
は
非
常
に
大
切

な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解

は
出
来
る
が
、
も
う
一
つ
大
き
な

問
題
と
し
て
、
人
権
『
人
間
が
人

間
と
し
て
生
き
る
権
利
』
の
保
障

に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
事
を
抜
き

に
し
て
、
明
る
い
町
、
福
祉
の
町
、

人
に
や
さ
し
い
町
と
し
て
成
り
立

た
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

我
々
、
隣
保
館
職
員
が
何
を
す
べ

き
か
？
が
あ
る
と
思
う
、
と
り
わ

け
社
会
的
に
弱
者
と
さ
れ
る
人
々

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
隣
保
館
に

何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
相
談
し
、

つ
な
げ
る
か
、
色
々
課
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
く
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。 

●
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
郡
家
隣
保
館 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
４
５
５
　 

　
　
八
頭
町
土
師
百
井
１
８
５
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
2
6
7
2
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
2
6
7
2
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
４
７
３
　 

　
　
八
頭
町
坂
田
1
4
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
0
0
3
0
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
0
0
3
0
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八
東
隣
保
館 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
５
３
１
　 

　
　
八
頭
町
才
代
１
２
９
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
3
4
9
6
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
3
7
9
7
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いのち・愛・人権 

八頭町 
第１号 

このコーナーでは、人権
に関するあらゆる問題に
ついて皆さんの意見・提
言などを紹介していきた
いと思います。あなたの意
見を800字程度にまとめ、
どしどし隣保館・文化セン
ターへお寄せください。 

郡家隣保館 
館長　丸 山 　 勉 

船岡文化センター 
所長　山 根 勝 年 

八東隣保館 
館長　橋 本 祐 磨 

         

　
３
月
28
日
、
郡
家
町
と
し
て
最

後
の
卒
園
式
が
国
中
保
育
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
８
年
間

の
総
ま
と
め
の
気
持
ち
を
込
め
、

保
護
者
会
長
と
し
て
、
こ
の
一
年

間
保
育
所
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
、
無
邪

気
な
笑
顔
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
瞳
。 

ど
の
子
を
見
て
も
可
愛
ら
し
く
、

出
会
う
度
に
「
や
る
気
パ
ワ
ー
」

を
も
ら
い
ま
し
た
。
運
動
会
の
準

備
も
グ
ラ
ン
ド
整
備
も
、
こ
の
子

た
ち
の
た
め
な
ら
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
然
、
保
護
者

仲
間
も
同
じ
思
い
が
強
く
、
し
っ

か
り
と
「
協
働
」
活
動
が
で
き
、

楽
し
い
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
今
、
13
名
の
卒
園
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
堂
々
と
発
表
し
、
し
っ

か
り
と
さ
よ
な
ら
の
歌
を
歌
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
子
に
と
っ
て
も
生

ま
れ
て
初
め
て
の
社
会
生
活
は
、

涙
で
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
保
護
者
の
目
か
ら
感
動
の

涙
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
出
の
シ
ー
ン
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
。
こ
こ
ま
で
心
身
共
に

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
の
は
、
間

違
い
な
く
先
生
方
の
教
育
の
賜
物

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

し
っ
か
り
と
「
診
て
」、
根
気
強

く
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
現
在
、
郡
家
東
小
学
校
の

６
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
幼

児
教
育
を
経
た
、
５
年
後
の
姿
を

毎
日
見
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
生

き
生
き
と
輝
く
瞳
で
、
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
こ
と
が
一
番
の
願
い

で
す
。
生
活
・
学
習
の
両
面
に
お

い
て
、
し
っ
か
り
と
診
て
鍛
え
る

こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
生
き
生
き
と
輝
い
た
生
活
を
す

る
た
め
に
は
、
人
権
感
覚
を
磨
き
・

育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
も
、
平
等
観
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
残

念
な
が
ら
「
環
境
」
と
「
能
力
」

は
平
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、「
機
会
（
チ
ャ
ン
ス
）」
は
平

等
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
徒

競
走
を
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で

ゴ
ー
ル
す
る
事
例
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
生
き
生

き
人
生
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
環
境
」「
能
力
」
は
、

保
護
者
・
教
師
・
地
域
な
ど
の
支

え
に
よ
り
、
改
善
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
チ
ャ
ン

ス
を
掴
む
の
は
、
本
人
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
差
別
は
、
チ
ャ
ン
ス

を
奪
う
物
で
す
。
ど
の
子
に
も
、

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
し
っ
か
り
と

の
ば
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
生
き
生
き
と
育
ち
ゆ
く
子
ど
も

た
ち
。
本
当
に
宝
物
だ
と
思
い
ま

す
。
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
瞳
で
、
大

人
も
子
ど
も
も
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。 

郡
家
隣
保
館
の
紹
介 

郡家隣保館 

りんぽかん 
谷口　達哉さん 
（国中一区） 
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お世話になります 
平成17年度の区長（自治会長）さんは次のとおりです。（敬称略） 

姫 　 路  

明 　 辺  

落 　 岩  

山 志 谷  

麻 　 生  

福 　 地  

野 　 町  

覚 王 寺  

東 市 場  

市 　 場  

上 津 黒  

下 津 黒  

別 　 府  

篠 　 波  

延 命 寺  

上 大 坪  

下 大 坪  

奥 山 上  

口 山 上  

上 峰 寺  

下 峰 寺  

山 　 田  

山 　 路  

花 　 原  

井 　 古  

稲 　 荷  

下 　 坂  

奥 　 谷  

下 門 尾  

フローラル 

門 　 尾  

堀 　 越  

　 宝 　  

若 　 葉  

宮 　 谷  

 

 

福 　 本  

賀 茂 町  

天 王 木  

さつきケ丘 

郡 家 東  

郡 家 中  

郡 家 西  

郡 家 北  

南 ヶ 丘  

池 　 田  

久 能 寺  

緑 ケ 丘  

　　　塚 

さくら台 

万 代 寺  

上万代寺 

土師百井 

土師百井二 

石田百井 

米 　 岡  

国中一区 

国中二区 

大 　 門  

　 花 　  

郡 家 殿  

市 　 谷  

西 御 門  

坂　本　　　登  

森　田　慶　隆  

勝　原　　　正  

竹　内　友　實  

西　尾　　　修  

高　坂　康　弘  

川　口　昭　博  

庭　　　和　政  

西　田　　　勝  

熊　澤　雅　昭  

衣　笠　敏　明  

田　渕　宜　彰  

梶　川　正　弘  

西　尾　愛　治  

前　川　義　弘  

川　田　一　樹  

森　岡　光　廣  

西　尾　元　弘  

中　西　　　收  

大　森　祐　嗣  

西　村　　一義  

奥　田　晴　夫  

藏　内　栄　樹  

柳　原　　　博  

西　村　　　正  

草　刈　武　彦  

清　水　誠太郎  

福　田　彰　則  

伊　藤　　　智  

川　上　敏　彦  

中　川　洋　行  

岡　本　繁　行  

坂　本　信　也  

長　岡　昭　宏  

生　田　勝　利  

森　本　　　貢  

井　上　裕　之  

中　嶋　　　標  

右　近　　　保  

永　原　　　隆  

石　本　浩　和  

中　野　和　雄  

西　尾　　　進  

田　渕　　　修  

石　谷　健二郎  

加賀田　清　則  

矢　山　　　貢  

山　田　俊　作  

山　根　紀　幸  

高　木　恒　男  

竹　下　　　誠  

井　上　　　肇  

中　田　博　明  

西　尾　哲　夫  

前　田　和　夫  

岡　村　幸　人  

澤　田　俊　雄  

西　尾　良　仁  

山　根　政　治  

細　田　　　薫  

野　田　昭　仁  

石　破　眞一郎  

岡　崎　光　明  

佐　藤　幸　徳  

部落名 氏　名 部落名 氏　名 
郡家地域 

船岡地域 

八東地域 

カーサこおげ 

ドミールこおげ 

大 　 江  

下 　 野  

橋 　 本  

塩 　 上  

水 　 口  

船 岡 殿  

下 　 町  

丸 　 山  

坂 町 上  

坂 町 下  

上 　 町  

下 　 濃  

坂 　 田  

薬 　 師  

破 　 岩  

新 　 庄  

福 　 井  

隼 　 福  

上 野 上  

上 　 野  

隼 郡 家  

見 槻 中  

西 　 谷  

見 　 槻  

志 子 部  

大　西　章　司  

林　　　雄一郎  

小　原　重　義  

堀　場　　　敦  

山　本　　　聰  

岸　本　憲　治  

石　井　一久夫  

大　谷　　　勇  

井　上　善　孝  

冨　山　堅一郎  

近　藤　正　通  

清　水　偉　洋  

田　渕　良　次  

森　本　康　夫  

八　藤　　　武  

山　本　光　志  

垣　田　　　穰  

松　田　美知雄  

西　川　　　収  

山　田　健　一  

田　中　澄　夫  

岡　本　　　武  

山　本　達　哉  

笠　田　　　勇  

中　山　浩　一  

部落名 氏　名 部落名 氏　名 

下日下部 

上日下部 

安 井 宿  

新 興 寺  

新宿団地 

小 別 府  

横　　田 

茂　　田 

才 代 一  

才 代 二  

才代団地 

東　　一 

東　　二 

皆　　原 

岩　　渕 

三　　浦 

柿　　原 

佐　　崎 

奥　　野 

茂　　谷 

清　　徳 

小畑団地 

三 山 口  

鍛 冶 屋  

竹　　市 

下 徳 丸  

上 徳 丸  

重　　枝 

　 島 　  

下　　南 

中　　南 

南 団 地  

上　　南 

北　　山 

富　　枝 

志　　谷 

　 中 　  

稗　　谷 

細　　見 

日　　田 

用　　呂 

木　原　義　和  

森　田　隆　義  

中　村　榮太郎  

藤　田　幸　敏  

茗　荷　広　幸  

榎　木　恒　夫  

林　田　裕　久  

上　田　敏　夫  

保木本　弘　司  

中　田　　　智  

金　子　政　行  

北　本　武　雄  

中　村　昭　一  

加　藤　耕　一  

尾　崎　建　彦  

保木本　照　夫  

 

藤 　原　眞　澄  

坂　根　晴　己  

坂　本　幸　稔  

本　田　道　秋  

朝　倉　輝　忠  

山　根　篤　司  

公　賀　義　高  

尾　崎　幸　人  

森　下　博　人  

入　江　宜　明  

保木本　義　博  

田　中　道　明  

日　笠　　　章  

八　田　敏　夫  

竹　市　文　男  

杉　原　征史郎  

山　本　正　幸  

矢　部　　　昭  

山　根　博　行  

藤　田　博　道  

岡　田　孝　明  

坂　田　賢　治  

小　谷　知　載  

沢　田　俊　一  

部落名 氏　名 部落名 氏　名 
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自動車税の納税通知書を、 
今までより早くお届けします 

　今年から、自動車税は５月１日から納めることが
できるようになりましたので、今までより余裕を持
って納めていただけるようになります。 
　納期限は、今までどおり５月31日（火）です。 
　詳しくは、鳥取県庁税務課にお問い合わせくださ
い。 
　1（0857）26－7053　　FAX（0857）26－7087 
　ホームページ　http://www.pref.tottori.jp/

　日本国憲法が施行された５月３日の憲法記念日を
中心として、毎年５月１日から７日までは「憲法週
間」と定められています。 
　憲法の精神や司法の機能に対する理解を促すため、
裁判所、法務省及び弁護士会の共催によりさまざま
な行事が開催されますので、お気軽にご利用ください。 
 

行事の日程 
１　鳥取地方・家庭裁判所による裁判傍聴・ 
　　裁判所見学会 
　　　鳥取地方・家庭裁判所 
　　日　時　５月12日(木)午後１時～午後４時 
　　定　員　35人 
　　申込先　鳥取地方裁判所総務課庶務係 
　　　　　　1（0857）22－2171 
 
２　鳥取県弁護士会による無料法律相談 
　　　東部地区 
　　日　時　５月９日（月）午前10時～午後３時 
　　場　所　鳥取地方・家庭裁判所 
　　定　員　25人程度（当日受付順） 
　　問い合わせ先 
　　　鳥取県弁護士会　1（0857）22－3912 
　　　ただし、開催日当日は以下の裁判所へお問い
　　　合わせください。 
　　　鳥取地方・家庭裁判所　1（0857）22－2171 
 
３　鳥取地方法務局による特設人権相談所 
（１）日　時　５月３日（月）午後１時～午後４時 
　　　場　所　鳥取市　宝木地区公民館 
 
（２）日　時　５月３日（火）午前９時～午前11時30分                      
　　　場　所　智頭町　智頭町総合センター 
 
（３）日　時　５月６日（金）午後１時30分～午後４時 
　　　場　所　鳥取市　河原町老人福祉センター 
 
（４）日　時　５月６日（金）午後１時～午後４時 
　　　場　所　鳥取市　佐治町総合福祉センター 
 
（５）日　時　５月６日（金）午前10時～午後３時 
　　　場　所　岩美町　岩美町社会福祉協議会 
 
　　問い合わせ先 
　　　鳥取地方法務局人権擁護課 
        　  1（0857）22－2289

 
 
　東部消防局では定期的な救命講習会を行っています。 
・個人でも、２～３人のお友達同士でも大丈夫！ 
・あなたは愛する人を救えますか？ 
・大切な【命】を救うため心肺蘇生法を身につけ
てください 

 
■平成17年度　救命講習開催予定　 
　※３時間講習、受講料無料、当日受付可 
　　５月15日（日）13:00～16:00 
　　７月10日（日）13:00～16:00 
　　９月10日（土）14:00～17:00 
　　　救急医療講習会：東部医師会と共催 
　　11月13日（日）13:00～16:00 
　　１月15日（日）13:00～16:00 
　　３月12日（日）13:00～16:00 
 
■救命講習の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（開催場所） 
　鳥取市吉成640－１ 
　鳥取県東部広域行政管理組合 
　消防局３Ｆ救急研修室 
 
（詳しいお問い合わせは） 
　鳥取県東部広域行政管理組合 
　消防局　警防課 
　1（0857）23－2303・2301　まで 

応急手当の重要性 
応急手当の対象者とその必要性 
救命に必要な応急手当 
　　観察要領 ※ 
　　心肺蘇生法（成人に対する方法）※ 
　　止血法 ※ 
     合 計 時 間 

受講者募集 意見募集を行っています ５月１日から７日までは 
「憲法週間」です。 

自動車事故による被害者の方へ 

※は実習を主体とする。 

 
１時間 
 
 
 

２時間 

 
３時間 
 
 
 

時　間 項　目 

お知らせ 

 
 

　「いなばコンポ」は鳥取県東部
関係市町のし尿、浄化槽汚泥、集
落排水汚泥をリサイクルした有機
質肥料として製造、販売していま
す。ご家庭のちょっとした花壇か
ら農地まで幅広くご利用できます。 
　これから花や野菜の育ついい時
期です。一度お試しください。 

 
　  ◎主要な成分含有量 
  　　窒 素 全 量　４～５％ 
  　　リン酸全量　５～６％ 
  　　カ リ 全 量　0.5～0.7％ 
  　　炭素窒素比　７ 
 
【お求めは】 
　　ＪＡ鳥取いなば農協各支店へ　 
　　定価252円（15kg／税込） 
【お問い合わせは】 
　　鳥取県東部広域行政管理組合 
　　事務局生活環境課　1（0857）26－0532　まで 

有機質肥料「いなばコンポ」 

●交通遺児等育成資金貸付のご案内 

　自動車事故により死亡された方のお子様（０才か
ら中学校卒業まで）に対して育成資金をお貸しして
います。 
 
●自動車事故による重度後遺障害者介護料支給の 
　ご案内 

　自動車事故によって脳・脊髄・胸腹部を損傷し、
ある程度の重度後遺障害に該当する方に対して、介
護料を支給しています。※支給制度改正（平成13年
７月１日）により、支給対象者を拡大しています。 
 
　詳しいことは、 

　　独立行政法人　自動車事故対策機構　鳥取支所 
　　〒680-0006　鳥取市丸山町219－１ 
　　鳥取県トラック研修センタービル 
　　1（0857）24－0802　　FAX（0857）24－0861 
　にお問い合わせください。 

　鳥取県と県内各消防局では、火災予防条例の一部
改正にあたり、地域の皆さんから意見を募集してい
ます。 
 
　改正の概要 
　消防法の改正により住宅に火災警報器が必要
となります。 
　新築は平成18年６月１日から。既存の住宅は
条例で定める日から必要で、条例内 容につい
て皆さんのご意見を募集するもの です。 
 
応募の方法 

　意見応募用紙により、郵便、ファクシミリ、県庁
県民室募集箱への投函のいずれかの方法または電子
メールでご応募ください。 
　応募用紙は鳥取県庁県民室、鳥取県各総合事務所、
役場、各消防局・署（所）にあります。 
 
募集期間 
　５月６日（金）～31日（火） 
 
あて先 

　鳥取県防災局消防課 
　鳥取市東町　1（0857）26－7790 
　電子メール　shoubou@pref.tottori.jp 
 
問い合わせ先 

　東部消防局 
　鳥取市吉成　1（0857）23－2460

八頭町敬老会のお知らせ 
　本年度の敬老会の開催にあたり、日程調整を行っ
ておりましたが、郡家地域、船岡地域は６月５日
（日）、八東地域については９月19日（月）に実施
することになりました。 
　区長さん、公民館長さん方を通じてご案内します
ので、多くの皆さま方のご参加をお願いします。 
詳しいことは 
　本　　庁　福　祉　課　福祉係　176－0211 
　船岡支所　住民生活課　住民係　172－0144 
　八東支所　住民生活課　住民係　184－1211 
　　　　　　　　　　　　へお問い合わせください。 
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総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
・
行
政
相
談
委
員
制

度
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
「
春
季
行
政
相
談
強

調
週
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
行
政
の
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　 

 
○
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど

に
納
得
が
い
か
な
い 

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い 

○
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い 

 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
毎
月
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

　
今
月
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

　
【
郡
家
地
区
】 

　
　
　
日
時
　
５
月
16
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

　
　
　
場
所
　
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
【
船
岡
地
区
】 

　
　
　
日
時
　
５
月
10
日
（
火
）
　 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

　
　
　
場
所
　
船
岡
公
民
館 

　
【
八
東
地
区
】 

　
　
　
日
時
　
５
月
９
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

　
　
　
場
所
　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
古
井
恵
美

子
さ
ん
、
瀧
田
　
修
さ
ん
、
平
木
郁
夫
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
委
員
さ
ん
に
は
、
平
成
19
年
３
月
ま
で

の
２
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機

関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。 

　
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。 

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
八
頭
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

          

　
な
お
、
６
月
１
日
に
は
次
の
と
お
り
特
別
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。 

     

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談
委
員
　
再
任 

行
政
相
談
委
員
　
再
任 

春季 ５月16日（日）～５月22日（日） 行政相談強調週間 

お気軽にご相談ください 

古井恵美子さん 瀧田　修さん 平木郁夫さん 

はり、きゅう、マッサージ施術費の 
助成のお知らせ 

　昨年まで、はり、きゅう、マッサージの施術費の助
成対象者や助成内容が旧３町で異なっておりました。 
　このたび、今年の６月以降、対象者や内容を統一
するよう調整が終わりましたのでお知らせします。
（ただし５月末までは、旧町の例によります。） 
助成の対象者　町内に住所があって居住されており、

老人医療の受給者証をお持ちの方で、
前年の住民税（所得割）が課税され
ていない方。 

助成の内容　助成金の額は１回につき1,000円（施
術費が1,000円に満たない場合は全額）
で、助成の回数は年６回以内です。 

詳しいことは 
　本　　庁　福祉課　国民健康保険係　176－0205 
　船岡支所　住民生活課　住　民　係　172－0144 
　八東支所　住民生活課　住　民　係　184－1211 
　　　　　　　　　　　　へお問い合わせください。 

農業委員会 
　農業委員会は、平成17年４月５日に八東体育文化
センターで初総会を開催しました。当日は、合併の
特例に関する法律の規定による選挙委員定数35人で
開催され、会長 橋尾嘉嗣氏（福井）、会長職務代
理 中山敬彦氏（門尾）、田中行省氏（徳丸）が決
定されました。 
　引き続き、「八頭町農業委員として」と題して鳥
取県農業会議事務局長　浜本明敏氏の講演を聴き、 
１．農業関係団体や農業者・集落の声を行政・政策
へ反映させる。 

２．担い手育成と農地の有効利用など地域農業の振
興に取組む。 

３．農地の売買や転用などについて農業者を代表す
る機関として公正に審査する。 

と農業委員会の仕事を再確認しました。 
　また、平成17年４月12日に第１回の農業委員会を
開き、申請されていた、所有権移転や転用、農用地
利用集積計画など農地法や農業経営基盤強化促進法
に伴なう審議をしました。この日は、平成17年４月
８日に選任された、鳥取いなば農協、農業共済組合、
土地改良区の農業団体の代表委員３人も出席されま
した。 

敬称略 ひとのうごき 

４月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

２月13日 
14日 
16日 
18日 
18日 
23日 
28日 

３月４日 
９日 
11日 
20日 
28日 
29日 

４月５日 
７日 
９日 

２月９日 
26日 
27日 

３月４日 
５日 
12日 
15日 
19日 

２月25日 
25日 

３月３日 
４日 
４日 
５日 
６日 
16日 
27日 

４月２日 
４日 

竹内　弘美 
山嵜　茂夫 
大久保靖子 
衣笠　泰博 
林　喜久司 
吉本　　進 
中西　達雄 
田中　忠司 
勝原　　輝 
横野　昶　 
細田　多喜 
池本　美恵 
岡村　明夫 
横山　豊實 
片山　勝博 
山本　泰愛 
橋本　隆行 
西村きくゑ 
浦林　松男 
高垣　　勇 
木下　民子 
森田　勇治 
小嶋きくの 
上月　久子 
尾　　政子 
川西幸太郎 
盛田　正一 
西川　幸子 
川村　久八 
浅井　一子 
杉原　宗子 
小林　正男 
竹田　益男 
川西　きの 
内田　義行 

55歳 
74歳 
60歳 
55歳 
80歳 
72歳 
95歳 
79歳 
35歳 
76歳 
86歳 
89歳 
46歳 
91歳 
66歳 
86歳 
75歳 
83歳 
79歳 
88歳 
93歳 
67歳 
79歳 
80歳 
89歳 
62歳 
75歳 
88歳 
84歳 
74歳 
89歳 
89歳 
75歳 
95歳 
87歳 

（郡家中） 
（米　岡） 
（池　田） 
（上津黒） 
（さくら台） 
（上万代寺） 
（口山上） 
（福　地） 
（麻　生） 
（奥山上） 
（大　門） 
（池　田） 
（国中二区） 
（上峰寺） 
（西御門） 
（国中一区） 
（坂　町） 
（上　町） 
（下　野） 
（坂　田） 
（西　谷） 
（下　町） 
（坂　町） 
（上　町） 
（徳　丸） 
（小別府） 
（　中　） 
（日下部） 
（　東　） 
（　島　） 
（　南　） 
（富　枝） 
（才　代） 
（才　代） 
（安井宿） 

２月２日 

22日 

23日 

28日 

３月３日 

７日 

７日 

９日 

９日 

12日 

14日 

19日 

24日 

24日 

24日 

25日 

２月３日 

３月４日 

５日 

14日 

20日 

２月24日 

３月８日 

倉田有加里 
安部　修哉 
宮田　朱寧 
三好　　響 
小村　桃子 
山田　蒼真 
佐々木美弥 
米村　翔太 
年岡　柊太 
嘉本　卓朗 
山中　惇生 
川上　海心 
川口　綾加 
竹内　真尋 
山根　賢人 
三木　優果 
池本　　悟 
山本　静奈 
佐々木柚乃 
福田　悠真 
林　　春那 
藤田　昌英 
　田昂之郎 

哲也・利江子 

玲司・貴子 

儀行・泰江 

明博・美穂 

洋一・  香 

修司・信江 

純一・有美 

政人・千春 

英夫・智子 

光雄・映子 

秀紀・正江 

卓也・明香 

  豊  ・紗希 

昌浩・彩子 

伸一郎・加代子 

  勤  ・純子 

吉昭・行美 

昌志・めぐみ 

  努  ・徳美 

正人・小百合 

智広・明美 

道博・恭子 

久雄・恵美子 

（山　田） 

（下大坪） 

（南ヶ丘） 

（門　尾） 

（南ヶ丘） 

（南ヶ丘） 

（郡家中区） 

（山　路） 

（フローラル） 

（口山上） 

（堀　越） 

（南ヶ丘） 

（フローラル） 

（門　尾） 

（南ヶ丘） 

（郡家西） 

（見槻中） 

（船岡殿） 

（水　口） 

（隼　福） 

（下　野） 

（新興寺） 

（　南　） 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,665 
20,322 
9,790 
10,532

（＋２） 

（－51） 

（－43） 

（－８） 

世帯 

人 

人 

人 

ゆ　  か　 り 

　 しゅう   や 

　   あか    ね 

　 　 　  ひびき 

 　  もも    こ 

　   そう    ま 

   　  み     や 

     しょう  た 

     しゅう  た 

       たく   ろう 

       あつ    き 

        かい    と 

        あや    か 

  　   ま    ひろ 

       けん    と 

       ゆう    か 

                さとる 

         せ      な 

         ゆ      の 

       ゆう    ま 

       はる    な 

      しょうえい 

こう    し    ろう 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

八
東
地
域 

八
東
地
域 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か 

６
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

船
岡
公
民
館 

八
東
隣
保
館 

郡  

家 

船  

岡 

八  

東 

井
上
　
悌
禎
（
い
の
う
え
　
な
お
よ
し
） 

岡
森
　
早
苗
（
お
か
も
り
　
さ
な
え
） 

西
村
　
保
雄
（
に
し
む
ら
　
や
す
お
） 

林
　
　
滋
子
（
は
や
し
　
し
げ
こ
） 

清
水
　
民
子
（
し
み
ず
　
た
み
こ
） 

瀧
田
　
　
修
（
た
き
た
　
お
さ
む
） 

上
田
　
幸
子
（
う
え
た
　
さ
ち
こ
） 

春
菜
　
正
崇
（
は
る
な
　
ま
さ
た
か
） 

森
本
　
和
恵
（
も
り
も
と
　
か
ず
え
） 

郡
家
地
域 

   

船
岡
地
域 

 

八
東
地
域 

お
め
で
た 

お
く
や
み 

特設相談所 
開　設 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

　
こ
の
た
び
、
岩
成
忠
弘
さ
ん
（
見
槻
）

に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
岩
成
さ
ん
は
、
平
成
８
年
３
月
15
日
〜

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
の
９
年
間
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
啓
発

や
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積

極
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。  

　
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４月15日（金）八頭町役場町長室において贈呈されました。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
０
０
２
号 

17

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

５ 

民間残土受入地の登録申請について 

　八頭地方県土整備局管内では、中国横断自動車道
姫路鳥取線ほかの公共事業に伴い、大量の建設残土
が発生します。 
　このため、建設残土を有効利用する施策として、
民間残土受入地の登録制度を導入しました。 
　詳細については、八頭町建設課か船岡・八東支所
建設水道課または、八頭地方県土整備局計画調査課・
八頭県民局の窓口に民間残土受入地の登録申請及び
審査要領を備え付けています。 
　また、八頭地方県土整備局のホームページでも配
信しています。（http://www.pref.tottori.jp/yazukendo/） 
　問い合わせ先　八頭地方県土整備局計画調査課 
　　　　　　　　 1 （0858）72－3860 
　　　　　　　　FAX（0858）76－0075

　小児の特別医療費助成で通院の対象範囲が４歳未
満から５歳未満に拡大されました。これにともない
４月以降、再び対象となる方（平成12年４月２日か
ら平成13年４月１日までに生まれた方）に受給資格
証を交付しますので、印鑑、保険証をご持参のうえ、
役場福祉課または支所住民生活課で手続きをお願い
します。 
　お問い合わせ先 
　　本　　庁  福　祉　課　176－0205 
　　船岡支所  住民生活課　172－0144 
　　八東支所  住民生活課　184－1220

　みなさまからの不燃ごみ受け入れ等の要望に対応
して、本年４月から毎月第２、第４土曜日の午前８
時30分から午前11時30分の間、家庭から排出される
不燃ごみを対象に、鳥取県東部環境クリーンセンタ
ーで受け入れを行っています。 
　受け入れ条件は町の一般廃棄物分別表に基づき分
別されていることと、各個人が責任をもって持ち込
むことです。処理手数料として10kgあたり220円が
かかります。不燃ごみの処理にお困りの方はご利用
ください。 

　今年も姫路公園は４月25日から開園しています。
自転車モトクロス・テニスコート・キャンプ場・バー
ベキューハウス・軽飲食店「ぽれぽれ」などの設備
があり、やまめのつかみ取りもできます。（要予約） 
　行楽のシーズン真っただ中、ご家族や友達同士、
サークル、地域の子ども会など、のんびりと楽しく
ご利用ください。 
　予約・お問い合わせは　 
　　　姫路公園管理棟「私都荘（きさいちそう）」 
　　　174－0302で受け付けています。 
　　　月曜定休日（月曜祝祭日の場合は翌日） 

八東ふる里の森 

オープンの様子 
八東 

船岡竹林公園 

ふなおか竹林まつりの様子 
船岡 

安徳の里 

姫路公園まつりの様子 
郡家 
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■ご入学おめでとうございます 

■図書館情報 

■保健センターだより 

■隣保館だより 

■お世話になります　区長名簿 
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今月の主な話題 

食べて、遊んで、おもいっきり楽しめる季節です。
みんなで出かけてみませんか？ 

八頭町のお出かけスポット 
（昨年の様子） 




